
機能強化計画の進捗状況（要約）【信金版】 （別紙様式３）

１．１５年４月から１７年３月の全体的な進捗状況

２．１６年１０月から１７年３月までの進捗状況

３．計画の達成状況

４．計画の達成状況に対する分析・評価及び今後の課題

１、中小企業金融の再生に向けた取組み
信金中央金庫、地方公共団体、商工会、中小企業支援センター、弁護士、TKC及び地元会計事務所との情報交換を積極的に行い、商工組合中央金庫、中小企業金融公庫、国民生活
金融公庫、信金キャピタル（M&A関係）、CRD支援協議会とは業務提携協力等の契約を締結した。また、山崎町の「企業支援に関する助成制度」に対応する「にししん新事業支援融
資」を開始した。
　創業・新事業支援機能強化、取引先企業に対する経営相談・支援機能強化、早期事業再生に向けた積極的取組みに対応すべく、業界団体が実施する集合研修への参加や庫内研修
の実施、FP技能検定試験の受検推奨、通信講座を履修させるなど人材育成に向けて取り組みを行った。
　異業種交流会を実施しビジネスマッチング情報提供の場を設けたり、取引約定書をはじめとする貸付関係契約書の改正を行い、顧客への説明体制について態勢整備を充実させて
おり、全体的には順調に進捗している。

２、各金融機関の健全性の確保、収益性の向上等に向けた取組み
　資産査定、信用リスクの管理強化を図るため、自己査定に係る規程類の見直し及び研修・指導を行った。また、ＣＲＤを導入し、収益管理体制の整備と収益力の向上を強化する
と共に、基準金利の考え方についても監査法人との協議を行い、プライシングの運用を開始し、当庫の企業格付けも、新方式へ移行させた。
　一方、ガバナンスの強化を図るため、監査法人による監査を受けたほか、上部団体である信金中央金庫による経営に関するモニタリングについての機能を活用している。また、
総代会機能の強化のため、総代会の仕組、総代の選任方法、総代の氏名、総代会の決議事項を開示するとともに、会員に対しアンケートを実施し、意見要望の対応結果を総代会で
発表した。
　情報開示についても金融再生法開示債権の保全状況や地域貢献に関する情報開示、半期開示に積極的に取り組んだ

上記のとおり具体的施策をスケジュールに基づいて推進しました。

上記のとおり具体的施策をスケジュールに基づいて推進した結果、概ね計画は達成できたと認識しています。

今後も取引先企業の再生・支援を通じて地域経済の活性化を図るとともに、当庫の健全性確保・収益性の向上等に向けた取組を行っていきます。
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５．アクションプログラムに基づく個別項目の計画の進捗状況

具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

Ⅰ．中小企業金融の再生に向けた取組み

１．創業・新事業支援機能等の強化

（１）業種別担当者の配置等融資審査態勢の強化 ①業界団体（全信協、兵信協）が
実施する「創業・新規事業支援
能力」「企業再生支援スキル」
「企業コンサルティング力」等の
研修に積極的に参加する。
②上記と共に庫内研修（外部講
師）を新たに実施する。
③営業店の新任融資担当役席
を対象に審査部へのトレーニー
研修を実施する。
④審査専担部署を設置し対応す
る。

①外部研修への参加
②審査部へのトレーニー研
修の実施
③庫内研修（外部講師等）
を新たに実施

①外部研修への参加
②審査部へのトレーニー研
修の実施
③庫内研修の実施
④審査専担部署を設置する

・ 信金中金主催の「経営改
善実務研修」へ1名派遣し
た。
・ 営業店新任融資担当役席
者等3名を対象に、審査部
へのト レーニー研修を実施
した。
・ 中堅職員15名を対象に、
審査部へのト レーニー研修
を実施した。

（２）企業の将来性や技術力を的確に評価できる人材の育成を
目的とした研修の実施

別紙様式２に記載。

スケジュール

・ キンザイ主催の「創業・新
事業支援（目利き）講座」研
修へ、営業店次長・代理３
名を派遣した。
・ 全信協主催の「企業再生
支援講座」研修へ、４名を派
遣した
・ 兵信協主催の「企業再生
支援講座」研修へ、経営支
援課係長１名、営業店長１４
名を派遣した。
・ 全信協目利き力養成講座
へ５名派遣した。
・ 兵信協目利き養成講座へ
１９名派遣した。
・ 近信協目利き力養成講座
へ２名派遣した。
・ 信金中金主催の「経営改
善実務研修」へ1名派遣し
た。
・ 兵庫県の新産業創造に関
する補助金の説明会に参加
した。
・ 西播磨地域中小企業支援
センターより講師を招き、融
資担当役席者会議で創業
支援・再生支援について庫
内研修を実施した。
・ 信金中金総研より講師を
招き、グループホームビジ
ネス勉強会（庫内）を実施し
た。
・ 新規起業及び新事業分野
への進出者に対する「にしし
ん新事業支援融資」につい
て庫内研修を実施した。
・ 営業店新任融資担当役席
者等12名を対象に、審査部
へのトレーニー研修を実施
した。
・ 中堅職員15名を対象に、
審査部へのト レーニー研修
を実施した。

進捗状況項　　　　　目
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

（３）産学官とのネットワークの構築・活用や日本政策投資銀行
との連携。「産業クラスターサポート会議」への参画

①地方公共団体とのタイアップ
可能性について検討する。
②地元の商工会議所・商工会と
のタイアップについて検討する。
③「産業クラスターサポート金融
会議」からの情報について、対
応可能か検討し、可能なものに
ついては積極的に取り組む。
④上部団体を通じて、日本政策
投資銀行との連携強化を検討す
る。

①「産業クラスターサポート
金融会議」からの情報の検
討
②産学官とのネットワーク構
築等について要請等があれ
ば、対応可能かどうか検討
する

①地方公共団体とのタイ
アップ検討
②商工会議所・商工会との
タイアップ検討③日本政策
投資銀行との連携検討

・ 宍粟郡広域行政組合と情
報交換を行った。
・ 宍粟郡内商工会と情報交
換を行った。
・ 宍粟郡内４町と情報交換
を行った。
・ 商工業振興対策会議・起
業支援対策会議（山崎町、
山崎町商工会、当庫）へ参
加し、新事業支援特別融資
（案）提出した。
・ 「山崎町起業家支援対策
特別助成制度」に基づく、新
事業支援特別融資の取扱
を開始した。（2件　10，000
千円実行）
・ 山崎町起業家支援経営事
業化評価委員会へ出席し
た。
・ 近畿地区産業クラスター
サポート金融会議からの情
報収集を行った。
・ 産学官コーディネーター会
議に出席した。
・ 産業クラスター計画金融
セミナーに参加した。
・ 姫路商工会議所主催「金
融なんでも相談会」へ参加
した。
・ 姫路商工会議所会員向け
融資制度打ち合わせ会議
へ出席した。
・ 兵庫県立大学産学連携セ
ンターを訪問し、連携につい
ての事前打合せを行った。
・ 「姫路商工会議所メン
バーズビジネスローン」取扱
を開始した。

・ 「山崎町起業家支援対策
特別助成制度」に基づく、新
事業支援特別融資の取扱
を開始した。（2件　10，000
千円実行）
・ 山崎町起業家支援経営事
業化評価委員会へ出席し
た。
・ 姫路商工会議所主催「金
融なんでも相談会」へ参加
した。
・ 姫路商工会議所会員向け
融資制度打ち合わせ会議
へ出席した。
・ 兵庫県立大学産学連携セ
ンターを訪問し、連携につい
ての事前打合せを行った。
・ 姫路商工会議所「メン
バーズビジネスローン」の取
扱を開始した。
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

（４）ベンチャー企業向け業務に係る、日本政策投資銀行、中
小企業金融公庫、商工組合中央金庫等との情報共有、協調投
融資等連携強化

①上部団体を通じ、日本政策投
資銀行との情報交換を図り、必
要に応じて協力を要請する。
②中小企業金融公庫等との情
報交換を行い、必要に応じて協
力を要請する。
③信金キャピタルの有効活用に
ついて検討する。

①日本政策投資銀行・中小
金融公庫との情報交換
②信金キャピタルの有効活
用検討

①日本政策投資銀行・中小
金融公庫との情報交換
②信金キャピタルの有効活
用検討

・ 信金キャピタルによるベン
チャー企業への取組み勉強
会に参加した。
・ 商工組合中央金庫と情報
交換、協調について業務協
力契約を締結した。（商工中
金をアレンジャーとするシン
ジケートローンに参加　1件
100,000千円）
・ 中小企業金融公庫と情報
交換、協調について業務連
携協力に関する覚書を締結
した。
・ 国民生活金融公庫と業務
提携協力に関する覚書を締
結した。（協調融資　5件
76,500千円実行）
・ 信金キャピタル、㈱日本
M&AセンターとM&A仲介業
務に関する協定書を締結し
た。
・ 日本政策投資銀行業務説
明会に参加した。
・ 中小企業金融公庫証券化
支援業務に関する説明会に
参加した。
・ 信金キャピタル、信金中
金を招いてM&A説明会を開
催した。
・ 中小企業金融公庫主催の
「証券化支援業務説明会」
に参加した。
・ 信金キャピタル主催の「近
畿地区ＶＣ業務、Ｍ＆Ａ業務
情報交換会」に参加した。

・ 中小企業金融公庫主催の
「証券化支援業務説明会」
に参加した。
・ 信金キャピタル主催の「近
畿地区ＶＣ業務、Ｍ＆Ａ業務
情報交換会」に参加した。
・ 国民金融公庫との協調融
資（5件　76,500千円）を実行
した。

（５）中小企業支援センターの活用 中小企業支援センターの活用方
法について検討する。

中小企業支援センターとの
情報交換

①中小企業支援センターと
の情報交換 ②中小企業
支援センターの活用検討

・ 西播磨中小企業支援セン
ターのコーディネーターを融
資担当役席者の会議に招
き、講義を受けた。
・ 加古川･高砂銀行協会で
東播磨中小企業支援セン
ターのコーディネーターを招
き、相談の具体例等セン
ター活用について講義を受
けた。
・ 西播磨、中播磨、東播磨
中小企業支援センターへ訪
問し情報交換を行った。
・ 西播磨中小企業支援セン
ターとの連携強化を行った。
・ 「中小企業支援ﾈｯﾄひょう
ご」元気企業支援実績提供
ｼｽﾃﾑに参加した。
・ 財）ひょうご中小企業活性
化センター主催「経営革新
に関する特別相談会」に参
加した。

・ 西播磨、中播磨中小企業
支援センターへ訪問し情報
交換を行った。
・ 「中小企業支援ﾈｯﾄひょう
ご」元気企業支援実績提供
ｼｽﾃﾑに参加した。
・ 財）ひょうご中小企業活性
化センター主催「経営革新
に関する特別相談会」に参
加した。
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

２．取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

（１）経営情報やビジネス・マッチング情報を提供する仕組みの
整備

① 審査部の「経営支援課」に中
小企業診断士の有資格者を配
置しており、コンサルティングに
ついての方法を検討する。また、
コンサルティング会社や専門家
等（会計士、税理士、弁護士等）
と共同して行う方法についても検
討する。
②ファイナンシャルプランナー・
ファイナンシャルアドバイザーの
資格習得を推奨する。
③情報提供について、ホーム
ページ上で提供が可能か検討す
る。
④小冊子「経営情報」の有効活
用を行う。
⑤ 「にししんクラブ」を活用した、
異業種交流の情報交換につい
て検討する。
⑥ しんきんふれ愛ネットの活用
方法の見直しを行う。

①FA・FPの資格習得を奨励
②情報提供の方法検討
③異業種交流の方法検討

①コンサルティング会社との
提携可能性検討
②情報提供の方法検討

・ ファィナンシャルプラン
ナーの資格試験を実施し
た。（結果：学科試験7名合
格、実技試験8名合格、ＦＰ2
級認定者4名）
・ 中小企業庁からの広報誌
「平成１６年度版　中小企業
税制４５問４５答」営業店に
配布し、有効活用している。
・ 異業種交流会を実施（２
回）した。
・ 信金キャピタル主催「近畿
地区ＶＣ業務、Ｍ＆Ａ業務情
報交換会」に参加した。

（２）コンサルティング業務、Ｍ＆Ａ業務等の取引先企業への支
援業務の取組み ２．（１）に記載

（３）要注意先債権等の健全債権化及び不良債権の新規発生
防止のための体制整備強化並びに実績公表

（４）中小企業支援スキルの向上を目的とした研修の実施
別紙様式２に記載。

（５）「地域金融人材育成システム開発プログラム」等への協力 参加・協力要請があれば検討す
る。

参加・協力要請があれば検
討

参加・協力要請があれば検
討

・ 協力要請がなかったた
め、取組みは行っていな
い。

・ 協力要請がなかったた
め、取組みは行っていな
い。

・ ファイナンシャルプラン
ナーの資格試験に２５名の
応募があった。受験に向
け、外部講師を招き、庫内
研修を実施した。（日本マネ
ジメント協会）
・ ファィナンシャルプラン
ナーの資格試験を実施し
た。（結果：学科試験7名合
格、実技試験8名合格、ＦＰ2
級認定者4名）
・ 中小企業庁からの広報誌
「中小企業税制（平成１５年
度版）」、「平成１６年度版
中小企業税制４５問４５答」
を営業店へ配布し、有効活
用している。
・ 「しんきん経営情報（ダイ
ヤモンド社）」「情報玉手箱
（近代セールス社）」を営業
店へ配布し、有効活用して
いる。
・ ＦＰ技能検定試験（２級）を
受験した（１７名）。
・ 全信協が提供するビジネ
スマッチングサービスの活
用について検討した。
・ しんきんふれ愛ネットへ取
引先を登録（１社）し、商品
情報を提供した。
・ 異業種交流会の実施（４
回）及び会員へ「助成金公
的支援の早わかり（ダイヤ
モンド社）」冊子の配布を
行った。
・ 信金キャピタル、㈱日本
M&AセンターとM&A仲介業
務に関する協定書を締結し
た。
・ 信金キャピタル、信金中
金を招いてM&A説明会を開
催した。
・ 信金キャピタル主催「近畿
地区ＶＣ業務、Ｍ＆Ａ業務情
報交換会」に参加した。

別紙様式３－２、３－３及び３－４参照
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

３．早期事業再生に向けた積極的取組み

（１）中小企業の過剰債務構造の解消・再生の取組み。「早期
事業再生ガイドライン」の趣旨を踏まえた事業再生への早期着
手

① 「早期事業再生ガイドライン」
への対応を検討する。
② 「私的整理に関するガイドライ
ン」への対応を検討する。
③弁護士等との連携強化を検討
する。

①「早期事業再生ガイドライ
ン」への対応検討
②「私的整理に関するガイド
ライン」への対応検討

①「早期事業再生ガイドライ
ン」への対応検討
②「私的整理に関するガイド
ライン」への対応検討

・ 「早期事業再生ガイドライ
ン」「私的整理に関するガイ
ドライン」に関し、主旨を検
討し、当庫取引先への対応
を検討した。
・ 弁護士との情報交換を
行った。
・ 信金キャピタル、㈱日本
M&AセンターとM&A仲介業
務に関する協定書を締結し
た。
・ 信金キャピタル、信金中
金を招いてM&A説明会を開
催した。
・ 信金キャピタル主催の「近
畿地区ＶＣ業務、Ｍ＆Ａ業務
情報交換会」に参加した。

・ 信金キャピタル主催の「近
畿地区ＶＣ業務、Ｍ＆Ａ業務
情報交換会」に参加した。

（２）地域の中小企業を対象とした企業再生ファンドの組成の取
組み

①当庫取引先について、企業再
生ファンドによる再生可能性を検
討する。
②信金中金との連携強化を図
る。

①企業再生ファンドによる
再生可能性検討
②信金中金との連携強化

・ 企業再生ファンドの組成
および活用ポイントについ
て信金中金神戸支店と情報
交換を行った。
・ 事業再生実務家協会セミ
ナー（大阪商工会議所）に２
名派遣した。

・ 企業再生ファンドの活用
ポイントについて信金中金
神戸支店と情報交換を行っ
た

（３）デット・エクイティ・スワップ、DIPファイナンス等の活用 ① 当庫の取引先への適用の可
否を検討する。
②信金中金、保証協会との連携
強化を図る。

①取引先への適用検討
②信金中金・保証協会との
連携強化

・ 活用手法について信金中
金神戸支店と情報交換を
行った。
・ 信金中央金庫営業統括部
主催のＤＥＳ・ＤＤＳ勉強会
を開催した。

・ 活用手法について信金中
金神戸支店と情報交換を
行った。
・ 信金中央金庫営業統括部
主催のＤＥＳ・ＤＤＳ勉強会
を開催した。

（４）「中小企業再生型信託スキーム」等、ＲＣＣ信託機能の活
用

① RCCの信託機能に関するセミ
ナーへ参加する。
②当庫の取引先への適用可能
性を検討する。

①RCCの信託機能に関する
セミナー参加
②当庫取引先への適用可
能性検討

①RCCの信託機能に関する
セミナー参加
②当庫取引先への適用可
能性検討

・ 信金中金主催の説明会に
参加した。
・ 他金融機関の動向等注視
しながら、当庫取引先への
適用を検討した。

・ 他金融機関の動向等注視
しながら、当庫取引先への
適用を検討した。

（５）産業再生機構の活用 ① 産業再生機構についての研
究を行う。
②他金融機関が活用した場合の
対応（非メイン行として）について
検討する。

①産業再生機構についての
研究
②他金融機関が活用した場
合の対応検討

（６）中小企業再生支援協議会への協力とその機能の活用 ① 協議会との協力関係構築に
ついて検討する
②協議会の活用について検討を
行う。

①協議会との協力関係構築
検討
②協議会の活用検討

①協議会との協力関係構築
検討
②協議会の活用検討

・ 兵庫県中小企業支援協議
会へ訪問し、情報交換・協
議を行った。

（７）企業再生支援に関する人材（ターンアラウンド・スペシャリ
スト）の育成を目的とした研修の実施 別紙様式２に記載。
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

４．新しい中小企業金融への取組みの強化

（１）ローンレビューの徹底、財務制限条項やスコアリングモデ
ルの活用等。第三者保証の利用のあり方

①財務データ分析によりキャッ
シュフローを明確化する。
② 建設業において、引当工事
の管理が行いやすいように「工
事概況表」「資金繰り表」「現場
工事毎粗利益管理表」のフォー
マットを変更する。
③貸出後の事後モニタリングに
ついて方法の検討を行う。
④ 経営相談を通して途中審査
が出来るような態勢整備の検討
を行う。
⑤スコアリングモデルの活用に
ついて、CRDとの提携・適用可能
性について検討する。

①財務データ分析による
キャッシュフロー明確化
②建設業の付属資料の
フォーマット変更
③貸出後の事後モニタリン
グの方法検討

①経営相談を通じて途中審
査が出来るような態勢整備
検討
②スコアリングモデルの適
用可能性検討

・ 電子稟議システムについ
て信金大阪共同事務セン
ターの説明会に参加した。
・ 建設業に係る管理帳票に
ついて、新たなフォーマット
を制定した。
・ CRDの導入を行い、新企
業信用格付けの組込みを検
討した。（２回）
・ スコアリングモデル（ＳＳ
Ｃ）説明会に参加した。個人
事業主スコアリングモデル
テスト実施し、結果の検討を
行った。（３回）
・ 営業店毎に顧客事後モニ
タリングに関し、月１回の営
業店ヒアリングを実施した。
・ CRDを利用した兵庫県制
度融資「経営活性化資金」
の取扱を開始した。
・ 信金中金SDB構築に関す
る説明会へ参加した。

「工事概況表」「資金繰り表」
について見直しを検討し変
更を行った。

（３）証券化等の取組み ① 売掛債権担保融資、私募債
の取扱について推進する。
②資金調達方法の新たな手法
について・説明会、研修への積
極的参加 ・業界内での情報交
換・外部企業（証券会社等）への
聴取を行い、導入が可能か検討
する。

売掛債権担保融資、私募債
の推進

①売掛債権担保融資、私募
債の推進
②新たな手法の検討

・ 売掛債権担保融資につい
てキャンペーンを行い積極
的に取組みを行った。（平成
１５年度７５件実行　平成１６
年度１０８件実行）
・ 私募債の受託を行った。
（１件）
・ 信金中金より講師を招き、
私募債の勉強会を実施し
た。
・ 中小企業金融公庫証券化
支援業務に関する説明会に
参加した。
・ (財)中小企業支援ﾈｯﾄひょ
うごによる「元気企業支援実
績提供システム」の試行に
参加した。

・ 売掛債権担保融資につい
て積極的に取組みを行っ
た。（平成１６年度下期６４
件実行）
・ (財)中小企業支援ﾈｯﾄひょ
うごによる「元気企業支援実
績提供システム」の試行に
参加した。
・ 中小企業金融公庫主催の
証券化支援業務に関する説
明会に参加した。

（４）財務諸表の精度が相対的に高い中小企業に対する融資プ
ログラムの整備

①地元の税理士・会計士との提
携について検討する。②TKCと
の交流会開催が可能か検討す
る。

①税理士・会計士との提携
検討
②TKCとの交流会開催検討

・ 地元の有力会計事務所と
意見交換を実施し支援先へ
の対応を協議した。
・ TKC近畿兵庫会との交流
会企画会議へ参加した。
・ TKC金融保証㈱への出資
した。
・ TKC兵庫姫路支部との交
流会を実施した。
・ TKC金融ｾﾐﾅｰに参加し
た。
・ TKC経営革新ｾﾐﾅｰに参
加した。
・ TKC姫路ｾﾝﾀｰ及び稲田
会計事務所と意見交換会を
行った。

・ TKC金融ｾﾐﾅｰに参加し
た。
・ TKC経営革新ｾﾐﾅｰに参
加した。
・ TKC姫路ｾﾝﾀｰ及び稲田
会計事務所と意見交換会を
行った。（部店長6名審査部
課長2名）
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

（５）信用リスクデータベースの整備・充実及びその活用 ① 当庫取引先の財務データに
ついては、決算月から４ヶ月以
内入力が完了するように審査部
において管理を行う。
②倒産確率等に係る外部データ
ベースの導入にあたっては、当
庫の内容に合った先との早期契
約を目指す。
③回収の可能性（担保・保証の
有無）も金利に反映できるよう検
討する。
④格付けシステムの変更によ
り、審査方法、適正金利の設定
方法、ポートフォリオ管理の方法
を検討する。

①財務データ入力に係る管
理方法確立
②倒産確率等の外部データ
ベース導入先の選定・契約

①格付け方法の見直し
②審査方法、適正金利の設
定方法、ポートフォリオ管理
の方法検討

・ 財務データの入力につい
て経営支援課が中心となっ
て入力管理を行い、部店長
会及び融資担当役席者会
議等で結果を発表し指導し
ている。
・ 個人財務データの蓄積に
ついて検討を行い、スコアリ
ングモデルテスト実施し、結
果について検討を行った。
・ 個人財務ﾃﾞｰﾀの入力手
法・運用の検討を行った。
・ CRDを導入し活用につい
て検討を行った。
・ 新たな格付けシステム構
築についてＳＳＣ格付説明
会に参加する等検討を行
い、CRDを使用した新たな
企業信用格付マニュアル改
訂版を作成し、説明会を実
施した。
・ 企業新格付への移行を実
施した。
・ 適正な金利（基準金利）の
考え方について監査法人
トーマツと協議を行い、基準
金利によるプライシング運
用を開始した。

・ 個人財務ﾃﾞｰﾀの入力手
法・運用の検討を行った。
・ SDBﾃﾞﾌｫﾙﾄ確率を参考値
として帳票への出力開始。
・ 格付ﾏﾆｭｱﾙの改定し、 新
格付説明会を実施（店長・
融資担当役席・本部関連部
署）した。
・ 企業新格付への移行を実
施した。
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

５．顧客への説明態勢の整備、相談・苦情処理機能の強化

（１）銀行法等に義務付けられた、貸付契約、保証契約の内容
等重要事項に関する債務者への説明態勢の整備

① 融資取引約定書の改正及
び、顧客に対する説明態勢、説
明ツールの開発を検討する。
②説明方法について、営業店職
員への周知徹底を行う。

融資取引約定書の改正及
び、説明態勢を記した内部
規定の制定

①融資取引約定書の導入
及び、借用証書等の整備
②取引約定書、内部規定の
勉強会開催

・ 約定書・借用証書等の改
正を行った。
・ 約定書・借用証書等の改
正に伴う庫内説明会（融資
担当役席者会議、営業店ブ
ロック別）を実施し、Q&A集
を配布した。
・ 「与信取引に関する顧客
への説明態勢に係る規程」
「融資取引と説明責任（アカ
ウンタビリティ）に関する要
領」の制定を行った。
・ 変動金利型住宅ﾛｰﾝの説
明態勢の見直し検討

・ 変動金利型住宅ﾛｰﾝの説
明態勢の見直し検討

（２）「地域金融円滑化会議」の設置・開催 ①兵庫県地域金融円滑化会議
へ参加する。②会議において収
集した情報の検討を行う。③当
庫の金融サービス、業務プロセ
ス、職員教育への反映を検討す
る。

兵庫県地域金融円滑化会
議への参加及び、情報の検
討

①兵庫県地域金融円滑化
会議への参加及び、情報の
検討 ②当庫の金融サービ
ス、業務プロセス、職員教
育への反映検討

・ 期間中に開催された８回
の会議に参加した。

・ 期間中に開催された２回
の会議に参加した。

（３）相談・苦情処理体制の強化 ① 「苦情処理規程」の厳格な運
用を行う。②相談・苦情処理体
制の周知徹底を行う。③ 実例に
ついての庫内研修を実施する。
④実例を金融サービス、業務プ
ロセス、職員教育等に活用す
る。

①苦情処理規程の厳格な
運用
②相談・苦情処理体制の周
知徹底

①苦情処理規程の厳格な
運用
②実例についての庫内研修
実施③金融サービス、業務
プロセス、職員教育への活
用

・ 苦情処理規程の改正を
行った。
・ 渉外担当役席者会議を利
用し、苦情処理規程の周知
徹底を行い、OJTを実施す
るように指示をするととも
に、苦情処理事例の発表も
行った。
・ 苦情処理事例について
は、部店長会及び常勤理事
会、理事会にて内容、対応
状況を公表するなど周知徹
底を行った。

・ 個人情報保護法施行に伴
い、苦情処理規程を改定し
た。
・ 苦情、相談が発生した都
度、各部店に処理体制の周
知徹底を行った。
・ 部店長会等で苦情相談の
実例を示し、各部店にて職
員の教育に活用した。

① 開示項目・ 開示方法の検討
を行う。
②信金業界団体の開示雛型や
他金融機関業界の開示雛型等
の情報を入手し、参考にする。

①情報の収集
②開示項目・開示方法の検
討
③開示

開示 ・ 公表に向けての情報の収
集を行った。
・ ホームページにて平成１５
年度、平成16年度上半期の
進捗状況の公表を行った。

・ ホームページにて平成１６
年度上半期進捗状況の公
表を行った。

６．進捗状況の公表
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

Ⅱ．各金融機関の健全性の確保、収益性の向上等に向けた取組み

１．資産査定、信用リスク管理の強化

（１）①適切な自己査定及び償却・引当の実施 ①「金融検査マニュアル」及び
「実務指針」の変更点を規程類
に盛り込む。
②自己査定実施担当者を対象と
した研修を実施し、精度の向上
を図る。
③外部監査法人及び監事による
監査により、適切な自己査定及
び償却･引当の確保に努める。

①規程・要領等の見直し
②自己査定実施担当者へ
の研修
③自己査定システムの効率
的運用検討

①規程・要領等の見直し②
自己査定実施担当者への
研修③自己査定システムの
効率的運用検討

・ 融資担当役席者会議で自
己査定について、研修を実
施するとともに、実務臨店指
導を行った。
・ 新任融資役席中心にト
レーニを実施した。
・ 自己査定に係る担保デー
タ等の整備指導を行った。
・ 自己査定に係るデータ整
備について融資担当役席者
会議で研修を実施した。
・ 自己査定に係る規程類
（資産自己査定規程、自己
査定マニュアル等）の改正
を行った。
・ 監査法人トーマツ及び監
事による監査を受けた。
・ 店長・融資担当役席およ
び本部関連部署を対象に自
己査定説明会を実施した。

・ 自己査定に係る規程類
（貸出条件緩和債権の判定
ﾏﾆｭｱﾙ）改正を行った。
・ 店長・融資担当役席およ
び本部関連部署を対象に自
己査定説明会を実施した。
・ 自己査定実施担当者６名
に対し研修（トレーニ）実施
した。

（１）②担保評価方法の合理性、処分実績からみた評価精度に
係る厳正な検証

①売買事例、競売事例等の収集
について、債務者区分、格付け
ランクを考慮した形で見直しを行
うよう検討する。
②事例の収集結果の集計・算出
方法の再検討を行う。
③担保評価基準の見直しを行
う。④担保評価に係る規程・要領
の見直しを行う。

①売買事例、競売事例等の
収集方法検討
②事例の収集結果の集計・
算出方法の再検討

①売買事例、競売事例等の
収集方法検討
②事例の収集結果の集計・
算出方法の再検討

・ 売買事例、競売事例等の
収集を図った。（営業店へ指
示）
・ 売買事例、競売事例等の
データ管理を充実した。

（１）③金融再生法開示債権の保全状況の開示 ① 業界団体の開示例変更に注
視する。
②開示例の変更に伴い開示方
法を変更する。

①業界団体の開示例変更
を注視
②開示例の変更への対応

①業界団体の開示例変更
を注視
②開示例の変更への対応

・ 全信協の開示例に基づ
き、ディスクロージャー誌に
て開示した。
・ 全信協の開示例に基づ
き、ホームページにて開示
した。

・ ホームページをリニューア
ルし、全信協の開示例に基
づき開示した。
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

２．収益管理態勢の整備と収益力の向上

（２）信用リスクデータの蓄積、債務者区分と整合的な内部格付
制度の構築、金利設定のための内部基準の整備等

①当庫取引先の財務データにつ
いては、決算月から４ヶ月以内
入力が完了するように審査部に
おいて管理を行う。
②倒産確率等に係る外部データ
ベースの導入にあたっては、当
庫の内容に合った先との早期契
約を目指す。
③新たな格付けシステムを取り
入れる形での金利設定基準の
作成を検討する。
④回収の可能性（担保・保証の
有無）も金利に反映できるよう検
討する。
⑤金利設定の基準の見直しにつ
いても検討を行う。

①財務データ入力に係る管
理方法確立
②倒産確率等の外部データ
ベース導入先の選定・契約
③新たな格付けシステムの
構築検討
④金利設定基準作成の検
討

①新たな格付けシステムの
構築
②新たな金利設定基準を作
成

・ 財務データの入力につい
て経営支援課が中心となっ
て入力管理を行い、部店長
会及び融資担当役席者会
議等で結果を発表し指導し
ている。
・ 個人財務データの蓄積に
ついて検討を行い、スコアリ
ングモデルテスト実施し、結
果について検討を行った。
・ 個人財務ﾃﾞｰﾀの入力手
法・運用の検討を行った。
・ CRDを導入し活用につい
て検討を行った。
・ 新たな格付けシステム構
築についてＳＳＣ格付説明
会に参加する等検討を行
い、CRDを使用した新たな
企業信用格付マニュアル改
訂版を作成し、説明会を実
施した。
・ 企業新格付への移行を実
施した。
・ 適正な金利（基準金利）の
考え方について監査法人
トーマツと協議を行い、基準
金利によるプライシング運
用を開始した。

・ 個人財務ﾃﾞｰﾀの入力手
法・運用の検討を行った。
・ SDBﾃﾞﾌｫﾙﾄ確率を参考値
として帳票への出力開始。
・ 格付ﾏﾆｭｱﾙの改定し、 新
格付説明会を実施（店長・
融資担当役席・本部関連部
署）した。
・ 企業新格付への移行を実
施した。

３．ガバナンスの強化

（２）①半期開示の実施 15年度の半期開示については、
地域貢献ディスクロージャー誌
の内容も含めて、11月中に半期
開示を行う予定。開示項目につ
いては、業界団体からの開示方
針を参考にする。

業界団体から示された開示
項目を検討の上、半期開示
を行う

業界団体から示された開示
項目を検討の上、半期開示
を行う

・ 平成１５年１１月に平成１
５年度の半期開示実施
・ 平成１６年１１月に平成１
６年度の半期開示実施

・ 平成１６年１１月に平成１
６年度の半期開示実施

（２）②外部監査の実施対象の拡大等 期中監査、期末監査において監
事立会いのもと、情報交換を行
い、ガバナンスの強化を図る。

期中監査・決算監査の実施 期中監査・決算監査の実施 ・ 監査法人により、期初残
高監査、決算監査（監事同
席）、本部往査（監事同
席）、営業店往査（監事同
席）、自己査定監査（監事同
席）を受けた。

・ 監査法人により、本部往
査（監事同席）、営業店往査
（監事同席）、自己査定監査
（監事同席）を受けた。
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具体的な取組み 備　　　考　
１５年度 １６年度 １５年４月～１７年３月 １６年１０月～１７年３月

スケジュール 進捗状況項　　　　　目

（２）③総代の選考基準や選考手続きの透明化、会員・組合員
の意見を反映させる仕組み等の整備

業界団体の検討結果を踏まえ、
総代の選考基準等の透明化及
び会員の意見を反映させる仕組
み等について検討の上対応す
る。

業界団体の検討結果を踏ま
え、情報開示項目･方法の
検討

総代会に関する事項の情報
開示の実施

・ 会員に対しアンケートを実
施するとともに、日常の渉外
活動を通じ要望等の多かっ
た商品についての対応結果
を総代会で発表した。
・ 総代選任規程の改訂を
行った。
・ 総代会の仕組み、総代の
選任方法、総代の氏名、総
代会の決議事項等をディス
クロージャー誌にて開示し
た。

（２）④中央機関が充実を図る個別金融機関に対する経営モニ
タリング機能等の活用方針

信金中央金庫による定期的な経
営モニタリングの他、有価証券
ポートフォリオ相談やALM支援を
受け、機能の充実を図っていく。

①業界団体の有価証券
ポートフォリオ相談実施
②業界団体のALM支援担
当者の来庫依頼

有価証券ポートフォリオ相
談・ALM支援の研修会実施

・ しんきん中金から決算内
容分析データを取得すると
ともに庫内研修会を実施し
た。（有価証券ポートフォリ
オ・決算分析）
・ ＡＬＭ支援研修（しんきん
中金市場営業部）を実施し
た。
・ 資金運用動向（しんきん
中金）について部店長研修
を実施した。
・ 格付けに係る勉強会（しん
きん中金信用金庫部）を実
施した。
・ コンプライアンス研修（し
んきん中金神戸支店）を実
施した。

・ ＡＬＭ支援研修（しんきん
中金市場営業部）を実施し
た。
・ 格付けに係る勉強会（しん
きん中金信用金庫部）を実
施した。
・ コンプライアンス研修（し
んきん中金神戸支店）を実
施した。

４．地域貢献に関する情報開示等

（１）地域貢献に関する情報開示 ① CS活動を中心とした、地域貢
献活動の内容の充実を図る。
②地域住民の方に経営内容をよ
り分かりやすく知ってもらう為、
業界団体から示された開示方針
を踏まえ、ディスクロージャー媒
体、開示項目及び説明方法を検
討していく。
③ディスクロージャー媒体の充
実を図る為、現状のディスクロー
ジャー誌、 ミニディスクロー
ジャー誌の他に、ホームページ
の充実、経営陣による説明会の
場を設けるなど、積極的に情報
開示を行う。

①業界団体の開示方法を
踏まえ、地域貢献活動の開
示
②地域貢献活動の内容充
実
③地域の方との情報交換の
場を持ち、地域貢献に対し
て検討する

①各種媒体による地域貢献
活動の公表
②活動内容の見直し

・ ミニディスクロージャーに
よる地域貢献活動の公表を
行った。（平成１５年上期）・
地域貢献ディスクロー
ジャー誌を発行する一方、
ホームページで情報開示を
行った。（平成１５年下期）
・ 業務報告書、ディスクロー
ジャー誌により地域貢献活
動について開示を行った。
（平成１６年上期）・ CS委員
を任命し、委員会を開催。
・ ボランティア活動の内容
充実のため、各営業店の活
動内容を本部で把握できる
よう態勢を整えた。

５．法令等遵守（コンプライアンス）

行員による横領事件等、金融機関と顧客等とのリレーション
シップに基づく信頼関係を阻害するおそれがある問題の発生
防止

別紙様式２に記載。
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３．その他関連する取組み（別紙様式２）

１６年１０月～１７年３月
１．創業・新事業支援機能等の強化

（２）企業の将来性や技術力を的確に評価できる人材の
育成を目的とした研修の実施

・ 渉外担当者（２５名）を対象に融資渉外研
修を実施した。

（４）中小企業支援スキルの向上を目的とした研修の実
施

・ 渉外担当者（２５名）を対象に融資渉外研
修を実施した。

・ キンザイ主催の「創業・新事業支援（目利き）講
座」研修へ、営業店次長・代理３名を派遣。
・ 全信協主催の「企業再生支援講座」研修へ、４
名を派遣。
・ 兵信協主催の「企業再生支援講座」研修へ、１５
名を派遣。
・ 全信協目利き研修へ５名派遣。
・ 近信協目利き力創業新事業支援研修へ２名派
遣。
・ 兵信協目利き力養成創業新規事業支援講座へ
１９名派遣。
・ 融資担当役席者（１７名）を対象に、企業再生支
援講座の庫内還元研修を実施。・ 融資渉外能力
向上講座（庫内）を実施。
・ 渉外担当役席者（２６名）を対象に、「法人融資渉
外講座」（金融教育システム）の庫内研修を実施。
・ 渉外担当者（２５名）を対象に融資渉外研修を実
施した。
・ 通信講座「融資アナリスト養成講座」（銀行研修
社）（１５名）、「法人渉外プロ養成講座」（経済法令
研究会）（４１名）、「法人渉外基本講座」（経済法令
研究会）（１５名）を開始。

・ キンザイ主催の「創業・新事業支援（目利き）講
座」研修へ、営業店次長・代理３名を派遣。
・ 全信協主催の「企業再生支援講座」研修へ、４
名を派遣。
・ 兵信協主催の「企業再生支援講座」研修へ、１５
名を派遣。
・ 全信協目利き研修へ５名派遣。
・ 近信協目利き力創業新事業支援研修へ２名派
遣。
・ 兵信協目利き力養成創業新規事業支援講座へ
１９名派遣。
・ 全信協主催の「融資審査講座」研修へ、１名派
遣。
・ 信用保証業務研修に１０名参加。・ 融資担当役
席者（１７名）を対象に、企業再生支援講座の庫内
還元研修を実施。
・ 融資渉外能力向上講座（庫内）を実施。
・ 渉外担当役席者（２６名）を対象に、「法人融資渉
外講座」（金融教育システム）の庫内研修を実施。
・ 渉外担当者（２５名）を対象に融資渉外研修を実
施した。
・ 通信講座「融資アナリスト養成講座」（銀行研修
社）（１５名）、「法人渉外プロ養成講座」（経済法令
研究会）（４１名）、「法人渉外基本講座」（経済法令
研究会）（１５名）を開始。

２．取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

・業界団体が実施する集合研修へは、平成15年度上期より
すでに参加しており、併せて庫内還元研修も実施している。
引き続き集合研修への参加、庫内還元研修を継続してい
く。・庫内研修（外部講師等）を継続的に実施する。　・通信
講座に新たに講座を追加し、履修させる。
①法人融資渉外基本コース②法人渉外プロ養成コース③
企業再生支援コース④融資アナリストコース

・平成15年度下期より業界団体が実施する集合研修への
参加と並行して、庫内研修（外部講師等）を継続的に実施
する。　・通信講座に新たに講座を追加し、履修させる。
①企業再生支援コース④融資アナリストコース

１５年４月～１７年３月

進捗状況
項　　　　　目 具体的な取組み
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１６年１０月～１７年３月１５年４月～１７年３月

進捗状況
項　　　　　目 具体的な取組み

３．早期事業再生に向けた積極的取組み

（７）企業再生支援に関する人材（ターンアラウンド・スペ
シャリスト）の育成を目的とした研修の実施

・ コンプライアンス担当者会議の開催。
・ 階層別コンプライアンス研修の開催（課
長、営業店次長、部店長　）・ コンプライア
ンスに係る定期報告（四半期毎）の取りま
とめ、理事会報告。

（備考）別紙様式１による個別項目の計画数・・・３０

・ コンプライアンス担当者の任命と担当者会議の
開催。
・ 階層別コンプライアンス研修の開催
・ コンプライアンスに係る定期報告（四半期毎）の
取りまとめ、理事会報告。

・ キンザイ主催の「創業・新事業支援（目利き）講
座」研修へ、営業店次長・代理３名を派遣。
・ 全信協主催の「企業再生支援講座」研修へ、４
名を派遣。
・ 兵信協主催の「企業再生支援講座」研修へ、１５
名を派遣。
・ 渉外担当役席者（２６名）を対象に、「法人融資渉
外講座」（金融教育システム）の庫内研修を実施。
・ 通信講座「融資アナリスト養成講座」（銀行研修
社）（１５名）、「法人渉外プロ養成講座」（経済法令
研究会）（４１名）、「法人渉外基本講座」（経済法令
研究会）（１５名）を開始。

Ⅱ．各金融機関の健全性の確保、収益性の向上等に向けた取組
み
５．法令等遵守（コンプライアンス）
行員による横領事件等、金融機関と顧客等とのリレーションシッ
プに基づく信頼関係を阻害するおそれがある問題の発生防止

①各部店にコンプライアンス担当者を配置し、四半期毎に
コンプライアンスに関連する諸事項を統括部署宛報告する
こととしている。②統括部署は、報告された内容をチェック
し、当該内容を取りまとめの上理事会等へ報告するなど、
法令等遵守に対する経営陣の関与について態勢整備を
図っている。③コンプライアンス担当者は、半期毎にコンプ
ライアンス研修計画表を策定すると共に、当該研修計画の
実施状況を統括部署宛報告するなど啓蒙を図っている。

・平成15年度下期より業界団体が実施する集合研修への
参加と並行して、庫内研修（外部講師等）を継続的に実施
する。　・通信講座に新たに講座を追加し、履修させる。
①企業再生支援コース④融資アナリストコース
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（別紙様式３－３）
経 営 改 善 支 援 の 取 組 み 実 績

西兵庫信用金庫

【１５年４月～１７年３月】
（単位：先数）

期初債務者数 うち
経営改善支援取組み先　α αのうち期末に債務者区

分が上昇した先数　β

αのうち期末に債務者区
分が変化しなかった先
γ

正常先 3,690 3 1

要
注
意
先

うちその他要注意先 264 33 11 20

うち要管理先 41 5 5 0

破綻懸念先 36 2 1 1

実質破綻先 36 0 0 0

破綻先 57 0 0 0

合　計 4,124 43 17 22

注） ・期初債務者数及び債務者区分は１５年４月当初時点で整理
・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含まない。
・βには、当期末（17年3月末）の債務者区分が期初（15年4月当初）より上昇した先数を記載。
　なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はαに含めるもののβに含めない。
・期初（15年4月当初）の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末（17年3月末）に債務者区分が「うちその他要注意先」に
　上昇した場合はβに含める。
・期初（15年4月当初）に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に選定した債務者については
　（仮に選定時の債務者区分が期初（15年4月当初）の債務者区分と異なっていたとしても）期初（15年4月当初）の債務者区分に従って整理すること。
・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めない。
・γには、期末（17年3月末）の債務者区分が期初（15年4月当初）と変化しなかった先数を記載。
・みなし正常先については正常先の債務者数に計上のこと。
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